
北区「ＷＡ（わ）のこころ」創生講座 第１回「現代社会と生け花」 

 メインパーソナリティー：能楽師観世流シテ方 河村 晴久 氏 

 ゲスト出演者：華道家元池坊次期家元 池坊 専好 氏 

動画時間 字幕 
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＜河村晴久氏＞ 

皆さんこんばんは。 

北区「WA（わ）のこころ」創生事業と佛教大学オープンラーニングセンター共催によ

る文化庁京都移転記念「北区WA（わ）のこころ創生講座」文化のWA（わ）を始めさせ

ていただきます。 

今日は、「現代社会と生け花」というタイトルでございます。 

初めにコーディネーターを務めます私、河村晴久でございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

私は案内にも書いていますとおり、能楽師観世流シテ方、600年の伝統芸能であります

「能」を舞い、謡うのが仕事でございます。 

古典芸能、こういう伝統芸能に携わる人間でございますが、舞台を務めるとともに、こ

れをどう発信するかということに興味があり、海外へまた若い世代の方々へとそれを発

信しております。 

そして、今日はゲストに華道家元池坊次期家元でいらっしゃいます池坊専好さんをお

招きしております。 

どうぞよろしくお願いいたします。初めに、自己紹介ご自身でお願いできますでしょう

か。 

＜池坊専好氏＞ 

はい、ありがとうございます。ただいまご紹介いただきました華道家元池坊の池坊専好

です。 

華道家元と付いておりますのは、池坊という流派が最も古く派生した流派ではないと

いう意味で、古く、元々の起源であるという意味で、華道家元と言われております。 

京都の中京区にあります六角堂で、花を立てられたところから流派が始まり、そして私

もそこで仕事をしております。 

ずっと、この北区の「WA（わ）のこころ」とてもすばらしいテーマだと思っておりま

す。 

今日は生け花という、普段私が関わっております生け花という世界から、WA（わ）と

はどういうことなのか、またそれがどういう形で、見える形で表現されているのかなど、

お話をできたらと思っております。 

どうかよろしくお願い申し上げます。 

＜河村晴久氏＞ 

この「WA（わ）のこころ」創生事業でございますけれども、WA（わ）の部分が、ロー

マ字になっています。 

これは、色々に解釈していただこうということで、この日本を表すWA（倭）でもあり、
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平和を表すこの穏やかに繋がるWA（和）でもあり、それから繋がるリングのWA（輪）、

環のWA。 

色々なWA（わ）をそれぞれに思い浮かべていただければという意味の名付けです。そ

してこのシンボルマークもハートとＷと A が入っている、こういうシンボルマークを作

っております。 

それこそ、お花にしても、能にしても、日本の伝統文化、まさにWA（わ）の日本の文

化なのですが、最近の生活の中でどうも日本の文化に触れていただく機会が少ないと。 

せっかく日本の文化があるのに気づかずにおられるのはもったいないので、この北区

の中に色々なすごい方がおられる、すごい物がある、歴史のある寺社仏閣があるというこ

とで、そういう方々などと連携して、まずは皆さんに足元の文化を気づいていただき、振

興していこうではないかということで、北区役所に「ＷＡ（わ）のこころ」創生ネットワ

ーク会議を作っていただきまして、私が座長を務めさせていただくことになりました。 

神社、お寺、各大学、佛教大学さんももちろんそうです。そして、池坊さんなどの文化

関係者。お茶、お花、香道、色々な方々に寄っていただいて、地元の方々にどう発信する

か、慣れ親しんでいただくかということで、まずはそのお寺や、神社を訪問して参拝して、

その中を見せていただく、体験させていただく、お茶の体験もしていただくというのを実

施して参りました。 

そして、昨年度は、ラジオミックス京都を通して色々な方々にお出ましいただいて、日

本の文化について詳しいお話を聞くと、なかなかこう触れることのできないお話を聞か

せていただくことができました。 

そして、今年度は佛教大学さんと一緒に、色々なゲストの方をお招きして、「ＷＡ（わ）

のこころ」のお話を聞かせていただくと、これが足掛かりになって、皆様にこの日本のこ

と、繋がること、色々な関係、穏やかなこと、そういうことをこう感じていただけたらな

という、そういう企画で始めさせていただいております。 

前置きが長くなりましたが、今日は「現代社会と生け花」ということで、色々なお話を

伺いたいと思いますどうぞよろしくお願いいたします。 

＜池坊専好氏＞ 

よろしくお願いいたします。 

＜河村晴久氏＞ 

生け花、お花を生けられているということですが、まずはその歴史的なことから、生け

花というのはどういうものかお話をお願いできますでしょうか。 

＜池坊専好氏＞ 

はい。生け花と言ったら、わからない方は多分いらっしゃらないと思います。 

ただ、昔のように、皆さんが多くの方が生け花をやっているという環境では、なくなり

つつあるのかなと。そして、どちらかと言いますと日本の生け花、日本の美意識が現れた

生け花というよりは、壷にたくさんの高価な花を盛って飾るような、西洋的なアレンジメ

ントという方が、普段見ることが多いのかもしれません。 

生け花というのはもともと仏前供花、仏様に花を盛って荘厳するということですね。 
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この荘厳するものというのは、花だけではなくて、実は香り。香炉によって焚かれた香

りであったり、それから蝋燭の灯り。灯りというのは、暗闇を照らし、正しい道に導いて

くれるものですので、その中の一つとして花があったわけです。 

その仏前供花として始まりましたのは、聖徳太子がですね、うちの実はお寺（六角堂）

は聖徳太子によって建立されたと言われているんですけれども、その聖徳太子が遣隋使

として、小野妹子を派遣するんですね。 

小野妹子が当時の、もう国際都市、先端都市の隋で、色々なことを学んで帰ってきて、

その仏教とともに、文化的な習慣である「花を持って奉る」という、それで花を生けたの

が生け花の始まりと言われております。 

ですから「池坊」というのは、そのところに池がありまして、池のところにある、お坊

さんが住んでいるところ、そこに花生けの名手が出たということで、代々そこのところ

が、花生けを担当するようになったわけですね。 

生け花というのは、住宅に床の間ができたことによって非常に大きく、より具体的に、

そしてより規則ですね。ルールを持った構成を伴ったものとして、成立してきますし、そ

れからまた時代に応じて、かなり変わってきているんですね。 

例えば、戦国武将たちの時代というのは非常に大きな立派な花がもてはやされて、また

そういった広い空間に合うような花が生けられていました。 

また、江戸時代に入ってくると、町人層が経済的に豊かになってくると。そうすると、

より沢山の人が、気楽に花を生けられるということで、「生花」という様式が出たりしま

して、本当にその時代とともに、またその時代のニーズに合わせて、様々な花の生け方が

生まれてきました。 

ただ、その出発点は仏前供花であると。そして、昔は今のように何でも科学的に解明さ

れていませんから、昔の人というのは花を仏様にお供えすることによって、自分の願いや

思い、例えば家族の健康であったり国の安泰であったり、おそらく「草木」というのは人

の生活に一番近しい存在だったわけですよね、同じこの世に生きとし生けるものとして。

ですから、自分の思いを込めて、花を立てる、今は生けると言いますけれども、本来、花

は立てるものなんですね。 

立てるっていうのはどうしてかというと、「依り代」という性格もありますし、「草木」

というのは元々寝る性質じゃなくて上に伸びていこうとする、立ち上がる性質がありま

すので、その頃は、いろんな生き方を総称して、立てるというしていたわけですけれども、

生け花は仏前供花が出発点だということを、心に留めていただけたらいいのではないか

なと思います。 

＜河村晴久氏＞ 

生け花は仏様とともにずっとあったんですね。 

昔、それこそ世阿弥に色々なことを教えてくれた京極 道誉（佐々木 高氏）の大原野

の花見で、生きた木に壺を置き、生けたという（エピソードがあり）、何かスケールが今

と違うことをなさってましたね。 

そして、やはりその仏様の前から生活の場にだんだん取り込まれていくと、今の形に。 
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＜池坊専好氏＞ 

そうですね。仏様の花から人をおもてなしたり、人の居る空間を楽しんだりとか、そう

いう人のための花というふうに、変わってくるんですけれども、時代に応じて、その生け

方であったりとか、ルールがたくさんできて、またそのときの社会の状況によって、花型

も変わってくるんですけれども、実は何が生け花の肝と言うか、根幹にある考え方は何か

といいますと、専応口伝というものなんですね。 

これ、大体 16世紀ぐらいのものでして、この考え方を、今の池坊の私たちは、今も大

切にして、これを生け花の考え方・心であるというふうに、捉えています。 

では、生け花って何だろうという話になるんですけれども、実はここにちょっと文章書

いてあるのをご覧いただけますでしょうか。 

これは「專」という字がつくんですね。これは初代の小野妹子が住まいを改めまして、専

門の「専」に「務」と、事務の「務」として、専務としたところから初代と数えてるんで

すが、この専応口伝の中にですね、花を挿すことは昔からあるけれども、美花のみを称し

てと書いてあります。すなわち、私たちが一般に言う「あの花は綺麗ね」とか、「美しい

わね」という、そういう、その美しい花だけを称賛して生けるのは生け花ではないと言っ

てるんですね。 

草木の風興という言葉がありますけれども、草木は一体どういう自然界の中で、どうい

う状態で、どういう状況で咲いているのか、その個性ですね。そういったものを理解して

生ける、生かすのが生け花であるということを言っています。 

ですからよく生け花というと綺麗な花を盛り合わせたり取り合わせたり、そしてそれ

をご覧になった時、「綺麗ね」という言葉をいただくんですけれども、その綺麗さ、美し

さっていうのは、私たちがこう目に映る、例えば形が整ってるとか、色が鮮やかであると

か、そういうのを指して綺麗と、私たちは美しいと思ってるわけじゃないんですね。 

生け花人にとって美しいというのは、草木が、本当にどんなときも生きている。その命

そのものが美しいというふうになるわけです。 

ですから、どういう花を行けるかどういう作品を生けるかと言いますと、次のような作

品になるんですけれども、ご感想をございますでしょうか。 

＜河村晴久氏＞ 

枯れた花にも、華がある。その生きようそのままが美しいということなんですね。 

＜池坊専好氏＞ 

通常ですと青々とした綺麗な、緑ですとか、それからも花が綺麗に咲いてるところと

か、多分、ちょっと黄色くなってしまったというのは、お花屋さんの商品価値とするとほ

とんど売れないっていうんでしょうかどちらかというと、もう捨ててしまわざるを得な

い。そういう判断を下される状態だと思うんですけれども、でも生け花では、これも命の

一つの姿なんですね。葉が芽が芽吹いてから、だんだん緑が茂ってきて、そしてでもいつ

かは必ずこの黄色くなって、茶色くなって朽ちていくわけです。 

花も、蕾から、開花になって、そして実がなったり、まだ中には葉が、花が散るものが

あったりして、でもそれはどれが綺麗とかいうのではなくて、どの段階も、大切であり、
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貴重であり、美しいんですね。それは、本当に命の一つの、その状態を表してるわけです。 

ですから、私たちが一見ここで枯れてしまったなっていうふうに見えるような花にも、

ほんと命の輝きがあるというふうにして、枯れた花にも華がるという言葉を、この考え方

を大切にしています。 

＜河村晴久氏＞ 

女性の美しさを描く能はたくさんあるんですけれども、能の中で一番難しい最高位に

なるのは老女なんですね。それは若い女性が美しいのは当たり前だと思いますけれども、

老女っていうのは１番の能を描く世界のところのすごいところなんですね。 

或いは。桜の精で出てくると、若い女性が当然なんですけれども、そういう能はあるん

ですけれども、そのもう枯れ木のを、この花が散れば命が終わりで、老木の桜っていうの

はまだ能のテーマなんですよね。やっぱり通じるものございますね。 

＜池坊専好氏＞ 

そうですね、能の世阿弥の言葉でしたっけ花というね。 

＜河村晴久氏＞ 

花こそ一番大事な認識なんですよね。 

＜池坊専好氏＞ 

ですからそういった意味では、通じるところがあります。実は、今、能の話をおっしゃ

ってくださいましたけど、生け花が出る能の演目も、「半蔀（はじとみ）」という。 

＜河村晴久氏＞ 

これは演じる度にお世話になるという。 

去年のこの、こちらの「能への誘い」の講座。紫野のオープンラーニングセンターがオ

ープンしたのを記念して、ここのご近所のことを取り上げたときに、少し東の方にありま

す雲林院というところが舞台になるので「半蔀」を取り上げさせていただきました。 

源氏物語の夕顔の巻なんですけれども、雲林院のお坊さんが、夏の間、法要していると。

そのときに仏様にそれこそお花を奉るんですね。 

その法要が終わったので、これそのお花の命をいただいて、その仏様に備えたわけだか

ら、お花の供養をするんですね。すると女性が現れて、その花の中の白い花を、夕顔の花

なんですね。どうしてその夕顔の花というと五条辺りへおいでっと言って消えていく。お

坊さんが五条へ行くと、源氏物語の夕顔の霊が現れて、源氏との出会いを物語るというも

のなのですが、今ちょうど写真出していただいてますように、そのお仏様に、能を奉る場

面で、池坊さんの立花、花を立てていただいてそれで能を演じると、これは江戸時代にな

って確立してきたものではあるんですけれども、こういう演出で本当に立花をしていた

だくという、これは完全に池坊さんの申し合わせできるので、その度にお世話になります

んですけれども。 

＜池坊専好氏＞ 

通常は、花も作り物だったりしますよね。 

＜河村晴久氏＞ 

はじとびは、通常は花出さない。 
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その半蔀をした家の作り物っていうんですけれども、大道具と言っても簡単なもので

すけれども、それを出すだけなんですけれどね。 

この立花供養になると、こうして作るという、通常は大道具がほとんど無くて、無くて

も想像してくださいという世界が、この曲に限っては、立花を出していただくという、そ

れが特色です。 

＜池坊専好氏＞ 

こちらも、とてもなかなか、能舞台でお花を生けるっていう経験は、ありませんでした

ので、また通常、私たちが生けてるのとは違った本当に緊張感っていうんでしょうか。 

＜河村晴久氏＞ 

それは何か花を立てになる時に、こうするというふうな、いろんな思いというのはござ

いますですか。 

＜池坊専好氏＞ 

この演出で、途中で立花を出して引くときがございますよね。 

これ実はこう見てると、こう簡単そうに見えるんですけど、結構大きくてですね、重た

いんですね。ですから、こう梯子のように、２人がかりでこう挟み込んで神輿のようって

いうんでしょうか、そういうふうにしながら、運んだりとか、あとやはり生ける時も皆様

方にご覧いただきながら、生けておりますので、非常に緊張しながら。 

ただ本当にこの能の中にもたくさんの花にちなんだ、演目もございますし、それから狂

言の世界でも、実は「真奪・心奪」というものがございまして、もちろんご存知でしょう

けど、「心」というのが一番その生け花にとっては大切な枝なんですね中心な枝なんです。 

「心」にいい物が決まると、後々の作品が完成度が高くなるということで、ですからそ

の「心」を奪い合うという、そういうのもありまして、きっとおそらく違う分野であって

も、お互いにこう影響を及ぼしながら、こういう演目ができたりとか表現ができたりとか

してるのかなというふうに思います。 

＜河村晴久氏＞ 

いつの日かまた私も立花供養者になりたいなと思います。 

本当に良い能。洒落た能なんですよね半蔀というのは、本当に爽やかな能でございまし

て、本当に実際に花があると、花を添えていただくという、そういう舞台になって参りま

すですね。 

こういう、専応口伝もそうですし、能の世界では全部それみな室町時代に、こういうも

のが成立して参りますんですね。このやっぱり時代の特質っていうものが、ございますで

しょうかね。 

＜池坊専好氏＞ 

そうですね室町時代はいろんな今の日本文化の母っていうんでしょうか。 

いろんな文化が起こってきたところでもありますし、きっとそれぞれが特殊な発展も

しながら、お互いに協力をしてきて、今の形になってると思うんですけれども、私はやっ

ぱり日本文化というのを考えたときに、自然が与えた影響っていうんでしょうか。自然の

中に人がいるからこそ、インスピレーションを受けたり、またそこで移り変わる風紀を見



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、それを形にしたっていうのが非常に大きいんじゃないかなと思うんですね。 

例えば、次にご覧いただくのが立花という生け方で、これは仏前供花から発達した最も

古い、クラシカルな生け方なんですね。先ほどの半蔀の立花もこの立花というもので、ご

覧いただくと、全部長さとか葉の状態とかが違うんですね。またそれぞれの茎と茎の間の

空間も、大きいのがあったり小さいのがあったり、全部違うんですけど、それぞれが生き

生きとして且つ、途中で倒れたりしないわけです。見た目はアシンメトリーなんですけれ

ども、バランスは非常に取れてるんですね。 

こういう立花というこの姿を見ただけでも、本当に全く違うものが、でもそれぞれが十

分に自分の力を発揮しながら、でも調和を図ってるというところに、日本の文化の特質が

あるなと思いますし、それからこれ、実は立花というのは本来、先ほどの半蔀の中の作品

のように、いろんな草木を使うんですね。なぜなら、自然の大自然の縮図だからです。で

もこちらに一色と書いてありますね。こういう蓮だけで生ける、こういう特殊な生け方

（蓮一色）もあるんですね。 

この一色ってのは色っていう意味じゃありません。１種類のことを一色というんです

けれども、実はこれは蓮ということで仏教と縁が深いということもありますし、実は三世

を行くべしって言われてたんで三世を表してるんですね。 

つまり三世というと、「過去」、「現在」、「未来」になりますね。 

「過去」はこの朽ち葉とか、連肉です。もう実になった部分。 

それから、「現在」は、本当に綺麗にされてる状態とか葉っぱも開いてる状態。 

そして「未来」は蕾です。巻き葉が、これ開いたらどんなふうに綺麗に咲くんだろう、

どんなふうになるんだろうという、こう期待を抱かせるのが、未来ということになりま

す。 

ですからこの立花という蓮の１種類だけの立花でも、これだけ本当にその時系列って

時間軸が含まれてるんですね。 

こういうことが、本当に限られた空間の中の限られた草木で生ける生け花の中でも表

現できるということは多分、先人が自然を自然との景観が近くて、そして、葉がどういう

ふうに変わっていくのか、蓮の花がどういうふうに変化していくのかっていうのを、粒さ

に見てきたからこそできる表現だと思うんですね。 

多分、昔の人というのは、葉が綺麗だなとか、花が咲いたなっていうだけじゃなくてそ

の中に、まさに時間軸というんでしょうか。生け花はよく時間を生きるって言われるんで

すね。その物を生けてるんじゃなくて時間を流れてる時間を生けるって言われてるんで

すけれども、まさに、こういったことも自然に近いからこそ、感じえた感性だと思います。 

それから、例えば、風興というとき專応口伝の中で風興という言葉があったと思うんで

すけれども、この風興というのも非常に重要でして。例えば秋になりますと、こういう紅

葉した葉が非常に美しいんですけれども、これも紅葉した葉が綺麗だからといって、たく

さん使わないんですね。 

寧ろとってもミニマムっていうんでしょうか、もう逆に葉っぱがもう１枚しかない、或

いはこう、もう２、３枚しかない。だからこそより、もうこれから冬になって葉が散って
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いく侘しさであるとか、物寂しさであるとか、そういうのをぐっと数が少ないからこそ逆

にこう深く感じると言うんでしょうか。そういうことを、私たちは表現しています。です

から、ただ単に「秋になったね」とか「葉が綺麗だね」っていうだけじゃなくて、本当に

その中で、季節がどういうふうに移ろっているのか。命がどういうふうに変わっていくの

かということを、感じるということを重要視します。 

それから、風たたきというのがあるんですね。これはあの芭蕉の葉です。置物でもね芭

蕉布とかありますけれども、これをよくご覧いただくと葉っぱが破れてるのわかります

でしょうか。 

＜河村晴久氏＞ 

芭蕉というと、これが破れる由縁がありますですね。 

＜池坊専好氏＞ 

これも自然界がこんな自然界ではこういうふうに芭蕉を群生してまして、葉が破れる

んですね。 

これどうして破れるかというと、やっぱりその芭蕉があるところというのは、大体台風

が多いわけです。そうすると台風がやってきますと、その葉っぱが風を真正面に受けてし

まうと、もうその、根本から全部倒れてしまうんですね。でもその根元から倒れるのを防

ぐために、葉を、破れることによっても風を逃してるわけです。 

ですから、いわばこう生きるための知恵っていうんでしょうか。そういったもの、この

芭蕉を生ける時にですね、何もそのお金がないから千切れた葉しか買えなかったわけで

はなくてですね、本当に自然の芭蕉の、でも風が吹いて台風が来て倒れようとするのを、

知恵で、風を逃がすことによって生きていこうとする、そういう姿を、 

こういった作品として表してるわけです。 

多分、見えるところではない背景っていうんでしょうか。或いはその奥にあるものをい

かに表現、どういうふうに表現しないんですね。あんまり表現せずに。 

＜河村晴久氏＞ 

無い部分が大切なんですね無い所が想像されて、有を感じるっていう。 

＜池坊専好氏＞ 

そういうことですね。 

ですから、そういうところは多分ね生け花でも、ほんと想像していただくっていうんで

しょうか。見てる方に、どれだけその見えてないところまで感じていただけるかっていう

ところが、重要というところがありますね。 

＜河村晴久氏＞ 

開いた花がガチっと美しいんでなくって、いろんな移ろいがあって、その見えないとこ

ろの世界を、想像していく。それがみんなで共有できるっていうところがよろしいですよ

ね。 

結局自然の中で生きてきた人間の感性みたいなものが、この日本の穏やかな四季の移

ろいがあるということで、余計そういうものに繋がっていくでしょうね。 

＜池坊専好氏＞ 
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それと生け花だけじゃなくて、これ日本の伝統文化とか伝統芸能、すべて型とか、ルー

ル、起句がありますよね。 

今はあの型とかルールというと、何かそれだけでこう、難しいんじゃないかとか、縛ら

れるんじゃないかというふうに、どちらかというとネガティブに捉えられがちな傾向が

あるかと思うんですけれども、わたし型というのはすごく合理的っていうんでしょうか、

誰もが共有して共通して認識できる価値観であるとか、美意識がこう、内包されてると思

うんですね。 

例えば松竹梅、これ私よくあの若い学生さん等にもお話するんですけど、おめでたいお

正月おめでたい時に松竹梅で皆さん、それはインプットされてるわけです。 

じゃあなぜ松竹梅を生けるのか、なぜ松竹梅を見せたいんですかっていうふうにする

と、もうそこでわからないんですね。もう何となく、松竹梅を見せたいっていうのだけで

インプットされてると。 

でも、よくよく調べてみますと、松というのは本当に常緑で、常緑ということは、永遠

を表すわけです。すべてのものが諸行無常で、花は散ってくし、葉も黄色くなってくけれ

ども、変わらない唯一変わらないものに対する憧れって言うんでしょうか。  

永遠を象徴するものは、松であり、そして昔から、祇園祭などでもそうですけど、もう

松は依り代でもありますよね。もう一番、位が高い、木でもありました。 

それから、竹はまさに五合の竹の子もそうですけれども、もう一雨事にどんどん伸び

て、また破竹の勢いという表現がありますけれども、もうどんどん成長していく、上に上

に伸びていくそのたくましさがあります。また節があるっていうこともね、きちんと本当

に折り目正しいっていうんでしょうか、けじめがあるっていうふうにします。 

それから、梅も一番寒い頃に春に先駆けて、香り豊かに馥郁とした香りで咲くというこ

とで。 

やはりこの松竹梅を取り合わせるということは、そういうふうであって欲しいという、

人の願望なんですね。草木の実際の姿から人が感じた、人が知った、そうであって欲しい

という願望を体現したのがこの花の形というふうになります。 

ですから、やはり私たちはただ単に、これはこうだからっていうルールで覚えるだけじ

ゃなくて、その起句の後ろに一体何があるのかどうして、どういう考え方に基づいて、こ

の起句ができたのかとか、こういう型があるのかっていうことを知ると、もっとよりなん

か伝統文化や伝統芸能が楽しくなるっていうんでしょうか。 

本当に先人からの想いが今の私たちに伝わってくるような、そういうふうにも感じま

す。 

＜河村晴久氏＞ 

型というものは、一番初めは全て型から入らなくてはいけませんから、覚えるのが大変

なんですね実は、実はそれを覚える体に叩き込むのが大変だけれども、それがきちっと分

かるとすごく合理的なものなんですね。 

どっちの足からどう動くとか、そういうことを私どもの世界にあるんですけれども、体

重移動すれば当然そうなるとか、動きがどうすれば美しくなるかっていうのは、全部型、
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そこに繋がっていくんですよね。 

そのがんじがらめでありながら、それがあるからこそ、豊かな世界が描けるっていう感

じがいたしますね。 

その型が無くなれば自由に表現すればと、若いころはすぐ思ってしまうんですけれど

も、逆ですね何にも無し、何でもありは何も無しになるというか、なかなかそういう気が

つくのが難しいんですけれどもね。でもそのそういう型を極めれば見えてくる世界って

いうのが、必ずございます。その合理性っていうか。 

＜池坊専好氏＞ 

型を学んで型を習得して、そして型から離れてって、守破離ということなんですよね。

確かに、私、型っていうのは一つの拠り所みたいなものだと思うんですね。 

どうしてその型ができたのかその背景には何があるのかっていうのを考えると、先人

の考え方であるとか先人の美意識もわかりますし、意外と生け花でも、いろんな生け方が

あるんですね。こういった型があってそれに乗っ取らなければいけないものもあります

し、それから自由花といって、これは第二次世界大戦以降にできたんですけれども、まさ

にその民主主義が高まってくる中で、先人の美意識に捉われるんじゃなくて、本当にその

生ける人の個々個人の感性であるとか発想であるとか、そういうふうなものも直接的に

表現できる生け方はないだろうかということで、まさにこの自由花というのは型がない

自由な生け方なんですね。 

でも意外と、皆さんに接してますと、自由花は難しいって言うんですね。つまり、拠り

所がないわけです。いったい何を基準にしたらいいのかわからない。もう自分だけで自由

にしてもいいって言われても、やっぱり美の基準かわかりにくいですよね。 

ですから、本当に型というのは一番その世界に近づくためアプローチするための、とっ

ても一番わかりやすいっていうんでしょうか。そういういわばマニュアルのようなそう

いう意味合いがあるのではないかと思っています。 

＜河村晴久氏＞ 

自由花もなさり、そしてきちっとした型もあり、結局いろんなその多様性がそこにはあ

るということなんですねえ。 

＜池坊専好氏＞ 

そうですね、今よく多様性が重要というふうに言われていろんな組織であるとか、いろ

んな世界でも多様な意見を吸い上げましょうとか、多様な型を活用して、みんなでチーム

作りましょうっていうふうになってますけれども、でも日本の伝統文化は、何もその今、

多様性という言葉が流行でね、こういう言われる前から、もうすでにこういった表現の中

にそれを表してたんですよね。つまり、いろんなありとあらゆる草木のしかもありとあら

ゆる状態なんですよ。若い芽もあれば、成熟した状態のものもあるし枯れていくのもある

し、でもどれもが、命として輝いている。そしてそれをとり合わせることによってそれが

一つになることによって、和が生まれるという、まさにその和っていう意味の深さってい

うんでしょうかね。それを先人が教えてくれてるんじゃないでしょうかね。 

＜河村晴久氏＞ 
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そういった教えを今度、次に伝えていかなければならないというところですけれども。 

今の時代です。どうでございますか昔は、自分で勉強しなさいとか何も言わなくっても

それを、見ていくっていうか、自分で学べっていうふうな、根本だとそういうものでしょ

うね。時間をかけて、長いことかかってこう体得していくっていう感じですけど。 

何だか今の時代、忙しくなってくるとこういうその型をきちっとというのが大変な時

代になって参りますですね。 

＜池坊専好氏＞ 

先生のところはどうやっぱり、習うというより見て、盗むっていうんでしょうか。 

＜河村晴久氏＞ 

そう例えば盗めと言われるんですけれども、やっぱり教えないと伝わらないという、本

当のところはそうです。心意気はその自分で学ばねばっていうのは、それが自発的なもの

だけは絶対伝わらないんですけれども、でもやっぱり教えることが大切ですよね。 

＜池坊専好氏＞ 

そうですね。やっぱりその社会の状況とか人間関係が変わっても、やはりその師から弟

子へやっぱり人を通して、人を介して、学び得ることって非常に大きいと思うんですね。

ただ単にテクニックであるとか、生け方だけだったらそれこそ今の方もユーチューブで

こうぱっとご覧になって、こういう知識を得るわけですよね。 

でも、考えてみると、私たちやっぱり、単にうまく生けるテクニックとか、上手な作品

だけを生けることだけが目的じゃなくて、やっぱりそういうことももちろん、 

それを表現するテクニックがないと、自分が伝えたいこともなかなか十分には伝え切れ

ないわけですけれども、でも上手い作品を生けることが最終目的ではありませんので、や

っぱりそういったことっていうのは、自分が直接習った先生の本当に姿であるとか、そこ

で交わされた会話であるとか、そういうことが意外と印象に残ってて、結局何かそういう

方々の出会いから得てるものが多いですね。 

ただ、やはり今は、芸は盗めとか、或いは先生だから、何でも師に従いなさいというわ

けにはいきませんので、やはり若い方に伝えるために、うちもいろんな工夫をしていま

す。 

その一つが、このインターネット花展なんですけれども、通常花展、生け花をお稽古積

みますと、花展をする、発表会をするというのが一番の私たちの晴れ舞台なわけです。多

分、能楽師の方も、舞台をされるというのがそうだと思うんですけれども、ただ花展をす

るというのはこれ、どうしても時間的にも、またお稽古もたくさんしなければいけません

し、また金銭的にもやっぱり稽古する分だけ負担もかかりますので、やはり若い方にはす

ごくなかなかハードルが高いんですね。 

今の方、皆さんお仕事されて忙しかったりとか、また例えば子育てがあったりとか、或

いは介護があったりとかそれぞれの事情の中でされてるので、何とかその絶対そこの場

に行って、生け花作品を持って参加するというのはなくて、まさにこう家に居ながらです

ね、或いはどこでももう電車の中からでもこう投稿して、花展ができたらいいんじゃない

かなということで、考えましたのがこのインターネット花展で、これは今まだ学校に在籍
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している学生さんを対象にしてるんです。 

そうしますと、これが予想以上に非常に良かったんですね。ていうのはこれ、いかがで

しょうかこの作品ご覧になって、何かご感想をいただけたらと思うんですけれども。 

＜河村晴久氏＞ 

これは靴に、ハイヒールに花が入ってるんですね。 

＜池坊専好氏＞ 

そうなんです。通常ですと、生け花というところを壷でありますとか、いわゆる花器と

言われるものに、砂か剣山を置いて生けて、多分その生け花をやればやるほどこういう発

想というのは生まれなくなると思うんですね。靴は、はく物だしなんかそこに花を入れる

なんてっていう感じで。 

この方はこのちゃんと水が入るようにですね、靴の中にホルダーみたいなものを、仕込

んでまして、これが一番最初に優秀賞を取ったんですけれども、通常の、私たちがもう当

たり前だと、例えば綺麗に設えられた、花展の会場で、こういう席があってっていう中で

はもう、多分考えもしなかった発想の作品が出てきまして、こういうふうな、こちらが逆

に設定しないことによって、自由な発想をしてもらえるのも、いいなというふうに思いま

して、こういう作品もありました。 

それから生け花は、どうしてもその女性がするものっていう今はそういうことはない

んですけどね。昔はお茶や花っていうと花嫁修業と言われてた時代があったんですね。 

そうしますとどうしても、生け花はやっぱり今も圧倒的に女性がされてる場合が多い

わけです。ただ、実は女性が生け花の担い手になったというのはそんなに生け花の長い歴

史を見ると、古いことではないんですね。 

次の画像を見ていただくとわかるかと思うんですけれども、ずっと生け花の担い手は

僧侶だったりとか、公家だったりとか、武士だったりしましたので、明治期の女学校の教

育に入れられたことによって、女性がやることが増えたということで、ずっとそれまでは

男の方が担い手だったわけです。 

今は誰がやってもいいわけです。花が好き、生け花が好きという方がやっていただけた

らいいなと思いまして、生け花は女性のもの、男性がやるのは恥ずかしいとかですね、何

となくこう抵抗があるっていうものではありませんよということでこれをあえて「男花

展」というのを打ち出しまして、男性が、遠慮なく自分やりたいことをやれるというふう

になったら、この「男花展」もなくなるんではないかと思いますけれども、こういうそれ

ぞれ自分の仕事があるわけですけれども、こういう生け花を楽しんでいる人たちもいる

ということも、ぜひお伝えしたいなと思っております。 

＜河村晴久氏＞ 

池坊の大学の方は、能楽はアグリカルチャーで能のクラブがあるので、ずっと参上して

いましたけれども、共学なんですよね。 

＜池坊専好氏＞ 

皆さんも女子校と思ってらっしゃる方が多いようなんですが。 

＜河村晴久氏＞ 
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男性もちゃんと受けられてるわけですよね。 

＜池坊専好氏＞ 

それと実はイケノボーイズ（IKENOBOYS）というのも。これ何なのっていうふうに

言われるんじゃないかなと思うんですけれども。 

どうしても、伝統文化は、中々敷居が高いとか、或いは中々現代社会の中で、ちょっと

違う異質な存在に思われがちなんですね。 

私たちもいろんな、例えばホームページを作ったりとか、それから花展、一番大きなＰ

Ｒとしては花展をしたりとか、そういう従来型の発信ということもしてたんですけれど

も、やはりその世界の魅力を伝えることができるのはやっぱり人、なんですね。 

やっぱりそれをやってる人がとても生き生きとそれを伝えるということが、何よりの

発信方法であり、一番他の方にも伝わるということで、これも希望者の方に、こういう生

け花をあなたの思い出なそのフィールドで、生け花の魅力を伝えてもらえませんかと言

ったところ、彼らが賛同してくれて、それこそイベントをしたりとか、例えば和服ですね。

結構街を見ると和服を来て歩いていらっしゃる方多いですけれども、和服もやはり業界

的にはなかなか厳しい伝統産業の側面もありますので、和服を来てこういう生け花のパ

フォーマンスなんですけれども、実際着るところが無かったりとか、それからこういうこ

れは本当に、去年なんですけれども、昔の装束を着て、花を生けたりとか、そういう取り

組みもしております。 

伝統文化なので、どうしても現代社会から離れてるように思われたりとか、特に若い世

代には接点が少ないように思われがちなんですけれども、こういう若い世代もそれぞれ

頑張っているということを、お知らせできたらなというふうに思っております。 

＜河村晴久氏＞ 

いろんな取り組みをなさってますんですね。 

このお姿というのは、ほぼ宮中のお姿という感じになりますのですね。 

＜池坊専好氏＞ 

そうなんです。これはですね本当に全部自然素材で染められた装束なんですけれども、

私が手に持ってるのが見えますでしょうか。 

昔のお姫様というのは、自分で何かをするってことはなかったそうなんですね。 

何でもこう指図っていうんでしょうか。これをやってくださいこれをしてねっていう

ふう、周りの方がしてくださるということで、花を生ける時も自分が生けるというより

は、周りの人にこれはこっちとかこういうふうに指図をして、花が生けられてたであろう

ということで、そういった様子の生け方になっております。 

＜河村晴久氏＞ 

大学のクラブなんかも教えられて活動になってますですね。 

＜池坊専好氏＞ 

そうですね実は北区はとっても大学が多いところですよね。 

これは二条城で、もう 2019 年ですね二条城が世界遺産登録をされて 25 周年というこ

とで、二条城は今いろんなね、本当に昔の展示だけではなくて、活用っていうんでしょう
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か。国の方針もあっていろんな形で活用されて、ライトアップされたりしてるんですけれ

ども、このときは、この登録 25周年記念ということでうちの池坊短期大学の生徒と、そ

れから立命館大学の華道部の学生さんたちが合同で製作して、展示をしました。 

その作品がですね次の写真になるんですけれども、これは法学部大学の法学部の卒業

式などのパーティーで、こうやって花を生けたりとか、それから文化祭ですね。 

文化祭のときに、こういった花を生けたりして、ですから若い方が、やっぱり楽しんで

いただくと、何か私たちとはまた違った感性なんですね。先ほどの靴の生け花もそうです

けれども、こんな発想するのかとか、こういうふうな考え方もあるんだというふうに思い

まして、決してなんか文化っていうのは、もちろんその師から弟子という流れはあるわけ

ですけれども、決して知識が上、経験が多い人から、そうじゃない人に一方通行するわけ

ではなくて、逆に初心者だから、若いからこそ、私ができないような、感性もあったり、

発想することもあったりするので、やっぱりそういういろんな年代やいろんな感性を持

った方々が混じることによって、より成熟して、豊かになっていくんだなっていう。 

＜河村晴久氏＞ 

本当若い世代の人がこうして次々と新展開していくと素晴らしいですね。 

＜池坊専好氏＞ 

能の方もねいろんな学生さんとか小さな子たちに。 

＜河村晴久氏＞ 

そうですね、若い方々も取り組んでられます。ただ、このコロナで本当に大学の活動が

難しくなってますね。 

クラブ活動ができない。そして、その募集活動ができないっていう、これはもうどうし

ようもない状態になってますんで、何とか続いて欲しいなと思ってますんですけど。 

＜池坊専好氏＞ 

そうですね。幾らね、今オンライン配信でとかいうことがありましても、やっぱり臨場

感っていうんでしょうか、やっぱり場に行ってみて、生で拝見したりとか、実際自分がや

ってみて、感じることっていうのはとても伝統文化、伝統芸能では大きいと思うんです

ね。ですからそういった機会もね、今後復活してくるといいなと思います。 

＜河村晴久氏＞ 

その伝わっていくこと。その心が伝わることがないでこう自然の中で、こういうしてい

く、何かこう感じることが、次々世代に伝わっていくということが一番大切でしょうね。

だから、この次の世代が担ってくださるというところへどう繋がっていくかというとこ

ろの伝統的なものの全ての課題になってくるわけですけれども。 

ここの継承ということで言うと、まずその技を伝えるということ、先ほどからの当たり

前の話なんですけれども、それとともにやっぱり、花を見て美しいなあという、こういう

ことを感じてもらえるような環境に、北区っていうのは本当に、山もあり、川もあり、す

ばらしい環境で花も今、鴨川が素晴らしいですよね、近所歩くだけでもう、それこそ心が

ときめくんですけれどもね。 

こういう経験をまた若い人にしてもらえる機会、感じてもらう機会すらどんどんでき
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ていくといいなあというふうに常に思ってますんです。 

＜池坊専好氏＞ 

生け花もね、どうしてもうまく生けるとか、技術を身につけるとか、そういう方に走り

がちなんですけれども、その出発点っていうやっぱり花を見て美しいと思う気持ちだと

思うんですね。 

或いは例えば私たち本当に堤防とかに行っても、何かそれまで本当に硬かった蕾がち

ょっとこう緩みかけて、もうすぐ咲くんだなと思うだけで、何かこう、応援したくなるっ

ていうのはちょっと気持ちが明るくなるじゃないですか、嫌なことがあっても、だからや

っぱりそういう気持ちが生け花の出発点であって、ただ単に必要だからやるとかね、こ

れ、うまく生けるための技術だからっと思ってしまうとこんなつまらないっていうか、味

気ないことはないわけで、やっぱり最初の出発点ってのおそらく、仏様にこの美しい花

を、見ていただきたいと、そして多分その自分が感動した花を、じゃあ今度は家の中に取

り込んで、自分の家族であるとか自分の友人であるとか、自分の近しい人にも、この自分

が見たときの感動であるとか喜びを伝えたいっていう、本当にある意味素朴なっていう

んでしょうかね。人としての心の動きだったと思うんですね。 

ですから、伝統文化や伝統芸のいろんな継承するために或いは広げていくためにいろ

んな施策がされてますけれども、やっぱりその根っこにある、何かこう、感動する心であ

るとか、実際自分がこう体験したことによって得た、驚きとか、ちょっと衝撃とか、何か

そういう感受性っていうのをなくしては、ただただその形だけをなぞっていても、本当の

ところは伝わりきらないじゃないんじゃないかなというふうに思いますよね。 

＜河村晴久氏＞ 

感動をすることと表現することってこれ、人間の一番根本でしょうね。ＡＩがどんどん

発達しても、ＡＩは感動しないと思うのですが、どうなんでしょうね科学者の方のご意見

はまた違うかもしれませんけれども、これは人間しかできないんじゃないかと、こういう

のを携わってる人間としては思いますけどね。 

だからその技の部分っていうのは確かに、機械に AIに覚え込ませば担えるけれども、

感動したことそれを表現した喜び感動、何らかの形でこう表すっていうのは、これがなく

なると人間でなくなるなというふうなそういうふうに思いますんです。 

＜池坊専好氏＞ 

この頃どうなんでしょうか、能の世界でもモーションキャプチャーとかこうつけて動

きをこう計って、本当にプロフェッショナルの動きを留めておくようにっていうような

こともされてるっていうふうにされてますね。 

＜河村晴久氏＞ 

技術的にいろんな記録ができますし、そういうものもあります。 

また、実際に私自身もバーチャルリアリティ、眼鏡をはめて見るような映像を撮った

り、そういうこともしてますんですね。 

これは、方便というか、使えるものは何でも使おうと。 

それこそインターネットを使えば世界中が繋がって、全然こう来れない方でも見てい
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ただけるっていうのがあるから、使えるものは使いたいんだけれども、あくまでそれも方

便の世界であって、実際は違いますね。そして、移しっていう問題があって、能面でも、

古いすごいものを新しく作るコピーを作る。すると、絶対今の方が、道具もいい研究を進

んでる技術も高い。ところが、作ったものを並べてみれば、おんなじように見えても、実

際舞台の上で使うと、古いものにある力が無いんですね、新しいものには。 

＜池坊専好氏＞ 

やっぱりそうそれはこう、感じられるものなんですよね。 

＜河村晴久氏＞ 

その同じように見えてても、中から来るものが違う。 

私自身も能面作りを習ったことがあって、自分で能面を打ったことはあるんですけど

も、真似をすると。ノミに力が入らないんです。 

本物はズバッとこう行くわけですね。そうすると中からぐっと力がいくという、だから

表面なぞっても何もならないですよね。いや、これあらゆるものを同じことじゃないかな

あと思うんですけれども、生けてられるの本当そのものの持つ力をこうブワっとこうな

さってこそで、例えば今のお写真を見てお手本があるからぐちゃぐちゃっと弄くっても

仕方ないでしょうな、同じようなこと。 

＜池坊専好氏＞ 

そうですよね。本当にこれだけねＡＩとか人工知能っていうのが、発達すると多分この

いわゆる名作と言われるような、絵図でありますとか、今、すばらしい皆さん作品をこう

データにして、生けたらきっと最高傑作が生まれると思うんですね。 

でも、じゃあそれは最高傑作なんだろうけれども、それを見て人は感動するんだろうか

とか。或いは、その一方で生け花の付加価値っていうんでしょうか例えば少なくても、自

分の子供が一生懸命、母の日に生けてくれた花の方がとっても心に響いたりとか、だから

そういうことを考えると、何か文化って何だろうとか芸術って何だろうとか、やっぱり自

分が伝えたいことを表現するために、テクニックは必要なわけですけれども、でもそれだ

けではやっぱり終わらないっていうんでしょうか、生身の人間が関わるからこそ、生まれ

るなんか醍醐味であったりとか、予測不可能なところに、本当はすごく魅力があるんじゃ

ないかなと。 

＜河村晴久氏＞ 

一番大切なところですね。例えば枠があって舞台を出るときでも、能面付けてるとお客

さん見えてないんですけれども、お互いの気迫が伝わりますよね。 

こちらが頑張れば、向こうからも返ってくると。見えてなくてもあるんです。それ科学

的に計測できるような問題かもしれませんけどそれが、あるから舞台で成立します。 

だから、お花が一つあると、その場の空気が違いますよね。そういう体験ができれば、

幸せですね。そして、それを体験して次の世代の人たちに伝えていく。これが一番大きな

課題なんだなあということを思いますね。 

＜池坊専好氏＞ 

伝統文化とか伝統芸能と言うと何かこう特殊な文化そのものがやっぱり文化を伝える
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って、何かすごく荷が重いっていうんでしょうかね。なんかすごく特殊な環境の人がそれ

をできるっていうふうに思われがちなんですけれども、私は本当はそうではなくて、もう

誰もが文化の継承者であり伝承者だと思うんですね。 

例えばいろんなイベントがある中で、今日は能を見に行こうとか、或いは能楽師が着て

いるあれはどういうものからなってるんだろうとか、それから鴨川を歩いたときに、今は

どんな花がこの時期に咲いてるんだろうとか、やっぱり一つ一つ私たちの行動って、結局

私たちの選択によって成り立ってるわけですから、そういうふうなことを考えると、本当

にささやかのことに見える、何か選択が意外とそのなんか周りの人に影響をおよぼして

いたりとか、意外とそういうことが何か誰かの心に引っかかってたりとか、してるんじゃ

ないかなと思うんですね。 

ですから、せっかく北区はこれだけ豊かな自然があって、ちょっと歩いたら桜があると

かお寺があるとか、大学があるとか。こういう環境っていうのは、本当にこう変えがたい。 

ですから、またそこから私たちが得るエネルギーも大きいわけですから、ぜひ、そうい

った私たちが得たエネルギーを、また自分たちの選択によって、周りに文化として伝えて

いけたらなというふうに願います。 

＜河村晴久氏＞ 

この間のその去年からこちらの講座でさせていただいている「ご近所の能」っていうそ

ういうシリーズにしましても、雲林院にしましても、いろんなところもう千年からの歴史

のあるようなものがあるんですよね。 

これ日本のお花もこうして続いてる、能も続いている。続いているっていう、この魅力。

だから、その新しいものを作る創作することの努力って大変なものはいるんですけれど

も、積み重ねてきたもの、曩祖のありがたさというか、５年 10年やれば、20年３０年か

かっても、600 年分 500 年分のものは全部分かってしまうという技術を身に付けること

はこんなありがたい事ないですよね。 

＜池坊専好氏＞ 

ラフカディオ・ハーンこと小泉八雲がね、書いた文章の中に、日本というのは本当に、

いろんな小さな家の軒先にも花を飾ったりとか、あるいは家の中にも花を飾ったりして、

そういう一部の芸術家だけじゃなくて、そういった光景がまちまちに、全国面にあるとい

うところが、すごく魅力的で素晴らしいってことを書いてるんですね。 

生け花っていうのは、伝統文化でもあるんだけど、これ生活文化でもあって、何も１人

の家元だけが一生懸命旗を振ってたわけじゃなくて、花を生けるという営みを、全国の人

が、自分たちの生活の中でやっていたからこそ、ここまで廃れることもなく続いてきたわ

けですね。 

そういったことを、じゃあどうして能もそうですし、生け花が続いてきたんだろうとい

うことを思うと、やっぱりこれ、目に見える、形がないからだと思うんですね。 

例えば、陶芸の作品だったらそれをそのまま、保管することができるわけです。 

でも、もう生け花もう本当にもうその時だけなんですよ。 

瞬間なんですよ。でもその人が、生きてる時しかそれを生けられないわけですよね。も
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ちろんその江戸時代の名士って言われる人の絵図は残ってますし、それを復元、いろんな

人が解釈して、復元をしてるわけですけれども、でも果たしてそれが本当にその人が生け

たように、再現できてるかっていうと、それは推測がかなり加味されてて、わからないわ

けで。 

ですから消えてしまうものっていうのは、逆に消えてしまうものに対して、あの人はや

っぱりここで自分が頑張らないとっていうなんかそういう強い責任感っていうんでしょ

うかね。意識が消えてしまうからこそ、それをまず伝え方としては人から人へしか伝わら

ないわけですよね。幾らノートに書いたりとか幾ら、帳面に書いても、幾らそれをＤＶＤ

に落としても、わからないところはいっぱいあるわけですから、だからそういったことで

はやっぱり今、とってもアナログな方法かもしれませんけれども、人から人へ、そして、

継承したい守りたい伝えたいっていう、意識の総決算でいうんでしょうか、寄り集まった

もので、今になってるんじゃないでしょうかね。 

＜河村晴久氏＞ 

問題は、今なんですよね。いつの時代の人にとっても、今。 

＜池坊専好氏＞ 

そうですね。今、非常に重要で、続いてきたということは、結局その時代の洗礼を受け

てきたっていう、幾らこれ古いからとか、何百年歴史がありますからとか、日本の伝統で

すからって言われても、やっぱり今の人が、どこか心に響くところがなかったりとか、或

いは、なぜご自分が心に引っかかるものがなかったら、人はいいからっていう頭、知識だ

けでは、やっぱりこう動けないと思うんですね。 

わたくしも実は生け花ってじゃ何だろうというのを考えたときに、いろんな表現があ

るなっていうことを感じまして、実は、いろんな取り組みもしてるんですけれども。 

その一つは、このサマー・アート・ジャパンという、これは、飛躍する日本の美、東京

藝術大学とのコラボレーションでして、この私の瞳から光が出ておりますけれども、これ

は私が、どこを見て、花を生けるときにどこを見て、花を生けてるのかっていうこの計測

してるんですね。 

あんまり自分では見るとか意識してないんですけれども、熟練の人、生け花のキャリア

の長い人と、それからそうでない人は、一つの作品を仕上げる時にですね、視線の動かし

方、見てるポイントがおそらく違うんじゃないかという、そういう仮説にのっとりまし

て、これ私が見たところを刺すというそういう試みをしまして、こういった音楽と合わせ

て、こういったこともしております。 

＜河村晴久氏＞ 

どんな感じ見てられるところが、全体を見渡しつつ、かつ無駄なく見てられるという感

じになりますですか。 

＜池坊専好氏＞ 

生け花の経験が長い方は全体をこう、何か捉えてるんですね。 

つい私たちは一生懸命だと、ちょっと前のめりに、その部分も気になる部分を見ようと

するじゃないですか。 
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やはり経験が浅い方というのは自分が気になるところをどうしても見がちになるんで

すけれども、経験が長い方というのは、結構生け花作品全体を見て、全体それぞれの部位

がどういうふうに有機的に働いてるかっていうのを、その探っているという、そういうふ

うなことがわかりました。 

それから、またこういった次のですね、これもさっきの枯れた花にも華があるに近いん

ですけれども、枯れた蓮を使いまして、これもどうしてこんな枯れているものをわざわざ

展示するんだろうということになるんですけれども、こういった枯れたものの美しさ、そ

れからこれは先ほど蓮の立花を見ていただきましたね蓮一色の、あれを実はこう枯れた

葉ばかりで分解して生け変えた再構築したものなんです。 

先ほどの蓮一色は立花という古典的な形式だったんですけれども、それを分解して再

構築して、そしてまた、あえて枯れた葉を持ってくるっていうことで、これは自由花とい

う立花から自由花への展開というこういうこともしたりとかですね。 

それから、次のような、これが砂のものということなんですけれども、生け花の世界で

は、この常緑の松にこの枯れた竹ですね。ちょっと煤の見えますでしょうか、黄色い花の

後ろにあります。 

こういうのを生けるっていうのは、割と自然なことなんですね。 

ただ、現代アートの方に言わせると、西洋では、ある国は大抵の国が一神教であると。 

こういうふうに二つのものが並び立つという、基本的には一つのものが主体であり、あ

とが脇役っていうんでしょうか、廃材的あるのに対して、二つのものを両立するというこ

とが、とってもその方は西洋的な視点から見ると興味深いというお話をされてます。 

こういったことも、生け花人としてはここ今までの経緯から当たり前にやってること

なんですけれども、見方を変えると、そういった二つの全く異なるものを並び立てること

が可能であるというところが、面白いってふうにされたりとか。 

それから次もですね、映画からインスピレーションを得て、それに合う作品を生けたり

とか、実は、もう生け花ってなんだろうと自分でも思うぐらい、いろんなことをやってお

ります。 

もちろんその昔からある、建て花から始まった生け花、そして床の間に飾られる生け

花、花展で飾られる生け花、それもとても大切なことですし、伝えるべきことなんですけ

れども、こういうこと、これは映画とそれから、こういったプロジェクションマッピング

のような照明ですね。テクノロジーによって生み出された世界感と生け花の融合という

ことで、こういったことも今じゃないとできないことなんですね。 

多分これもまた、何年も何年も経ったらこれもレトロになってしまうと思うんですけ

れども。ですから、まさに今を捉えるということで今でなければできないことにも、挑戦

していくそれが成功するのか失敗するのかわかりませんけれども、挑戦する原点を守り

つつも、挑戦するということも、今に生きているものの使命の一つかなというふうに思っ

ています。 

＜河村晴久氏＞ 

常に創作活動ということですねえ。 
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＜池坊専好氏＞ 

能の方はいかがなんでしょうか新作能は。 

＜河村晴久氏＞ 

新作能も多いですねこの頃。まさに一昨日も、媽祖－MASO－というのもございました

けどね。 

何度も何度も繰り返して磨き上げていくっていうことが大変大事なんですけれども、

新作能に取り組むとその創作の苦しみ、創作の体験っていう、600年前に作っていたその

体験ができるわけですよね。それがないと、守りになると、滅びますね。 

常に新しいことに挑戦するという力は大事ですよね。 

もう本当にまさにそういうことですね時代に即応して次々とこう新しい展開を作って

いかれるっていう。 

＜池坊専好氏＞ 

その新作能っていうのはこのコロナ禍の中で、何かそういった状況を克服するための

能なんでしょうか。 

＜河村晴久氏＞ 

平和の祈りを含めたそういう曲をまさに作っておられますんですよね。 

コロナになって作られる能もございましたし、祈り、本当に祈りの能ですね。 

＜池坊専好氏＞ 

クラウドファンディングでも非常に好評を博したということで、それだけ多くの方が、

いわばなかなかこう、伝統芸能に接点がない普段はない方が、逆に興味を持ってくださっ

たりとか。 

＜河村晴久氏＞ 

心を寄せていただけて、できた能なのでね。 

だから、本当にこのいろんな方々にこう触れていただける機会がこれからお花もそう

だし、他の伝統芸能もそうですよね。 

決してその、他所にある関係ないというわけではなくって身近にあるものというふう

になってきたらよろしいですね。 

まさにお花と生活そのものに関わる心豊かに生きていけるものでございますわね。 

＜池坊専好氏＞ 

本当にその花を見てほっとしたりとか、それから、ちょっとでも明るい気持ちになった

りとか、或いは花を見て、誰かを思うっていうんでしょうか。 

そういう経験って、おありの方多いんじゃないかなと思うんですね。 

例えばこのときの、お花は誰々と一緒に行ったなとか、家族の誰かと行ったなとか、そ

ういう思いでも多分皆さんお持ちだと思うので、ぜひ花を見て、そういう気持ちを持っ

て、少しでも何か心が和んだり、或いは、自分のことだけじゃなくて自分以外の誰かを思

う。そういうひとときが時間が瞬間でも生まれたら、何かそういう小さなところから、

「WA」が繋がっていくっていう、その「WA」が広がっていくんじゃないかなというふう

に思っています。 
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＜河村晴久氏＞ 

ありがとうございます。 

生け花っていうとまず形を思ってしまいますのでね。専応口伝を読ませていただきま

したけど、そういう議論をまず学ばなければ始まらないというふうに思ってますけど。 

もちろん根本はそうだけれども本当にこう感じる心を持って喜び感動があってってい

う、身近にこう感じるお話を今日はいろいろ伺わせていただきまして大変勉強になりま

してありがたかったです。 

北区、こうした美しいお花もたくさんある自然もたくさんある、是非ともこれから私も

そういうものを楽しんで、心豊かに生きていきたい。どうしても忙しくバタバタするんで

すけどね。その中で豊かに行きたいなということを思います。 

今日本当にいいお話を伺わせていただきまして、どうもありがとうございました。 

次のパワーポイントをまた送っていただけますでしょうか。これからのご案内になり

ますんですけれども。 

この講座は、２ヶ月ごと偶数月の第１火曜日の夜６時半から、ちょうど同じパターンで

ございますけれども、次々といろんなゲストの方をお招きしてお話を伺うというこうい

う形になっております。 

ゲストの皆さんは北区におられる方々、すぐ近所におられる方々なんですけれども、そ

れぞれいろんな世界を持っておられる。 

そして、これがですねなかなか、お話伺うことだってこんな方がご近所におられるって

ことはわからないんですよね。そこのところがこの講座でもって繋がって、いろんな方が

おられる。そして、全然別世界と思っていたことがこんなに近くで、文化っていうものに

繋がっていけるんだなということを感じていただきたい。 

日本のものそして今池坊さんのお話にあったのは全部「WA」に繋がっていくという、

そういうことを目指していく講座でございますので、是非ともこれからまたご聴講をい

ただけたらと思います。 

こうして対面でここへお越しいただく方法もありますし、これをオンラインで聞いて

いただくこともできます。そしてまた、京都市の方のＹｏｕＴｕｂｅチャンネルで、これ

は後日、オンデマンド配信というものもございますので、後々聞いていただくこともでき

ます。 

文化庁が移転するのを記念して、文化に親しんでいただければ身近に文化があるとい

うそういう体験ができたらということの思いで始まった講座でございますのでどうぞこ

れからもよろしくお願いいたします。 

今日はお世話になりましてありがとうございました。 

＜池坊専好氏＞ 

ありがとうございます。 

＜河村晴久氏＞ 

皆様ご聴講どうもありがとうございました。 

 


